




はじめに
　お金

かね

はどこから生
う

まれてどこへ行
い

くのか、考
かんが

えたことがありますか。

みなさんがもらうおこづかいは、どこから来
き

ているのでしょうか。お店
みせ

で払
はら

ったお金
かね

は、どこに行
い

くのでしょうか。お金
かね

は銀
ぎん

行
こう

などを通
とお

り、世
よ

の中
なか

をめぐりめぐって、わたしたちのくらしを支
ささ

えています。

　お金
かね

は、上
じょう

手
ず

に使
つか

うことでくらしを豊
ゆた

かにしてくれるものです。いっ

ぽう、使
つか

い方
かた

をまちがえば、危
き

険
けん

な目
め

にあうこともあるかもしれませ

ん。お金
かね

について学
まな

ぶことは、生
い

きていく上
うえ

でとても大
たい

切
せつ

なことです。

　１巻
かん

では、日
にっ

本
ぽん

の中
ちゅう

央
おう

銀
ぎん

行
こう

である日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

の役
やく

割
わり

や、景
けい

気
き

のしくみ、

円
えん

高
だか

・円
えん

安
やす

などについて紹
しょう

介
かい

します。みなさんのくらしに深
ふか

く関
かか

わるお

金
かね

の知
ち

識
しき

を、この本
ほん

で学
まな

んでいきましょう。
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日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

がもつ役
やく

割
わり

のひとつは、みんな
が使

つか

うお札
さつ

を発
はっ

行
こう

する「発
はっ

券
けん

銀
ぎん

行
こう

」である
ことです。わたしたちがお店

みせ

で買
か

い物
もの

を
するときに使

し

用
よう

する「お札
さつ

（紙
し

幣
へい

）」は、正
せい

式
しき

には「日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

券
けん

」という名
な

前
まえ

で、日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が発
はっ

行
こう

しています。日
にっ

本
ぽん

では1000
円
えん

札
さつ

、5000円
えん

札
さつ

、10000円
えん

札
さつ

の３種
しゅ

類
るい

が
おもに使

つか

われています。これらの「お札
さつ

」
を発

はっ

行
こう

することが国
くに

に認
みと

められているの
は、日

にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

だけです。

紙
し
幣
へい
は日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
、硬
こう
貨
か
は日
にっ
本
ぽん
国
こく
（日

にっ
本
ぽん
政
せい
府
ふ
）が、国

こく
立
りつ

印
いん
刷
さつ
局
きょく
と造
ぞう
幣
へい
局
きょく
にそれぞれ依

い
頼
らい
をして発

はっ
行
こう
していま

す。それぞれのお金
かね
をよく見

み
比
くら
べてみると、紙

し
幣
へい
に

は「日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
」、硬

こう
貨
か
には「日

にっ
本
ぽん
国
こく
」とそれぞれ発

はっ
行
こう
元
もと

が明
めい
記
き
されています。

紙
し
幣
へい
を発
はっ
行
こう
するのは日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の役

やく
割
わり
ですが、実

じっ
際
さい
に

紙
し
幣
へい
をつくっているのは国

こく
立
りつ
印
いん
刷
さつ
局
きょく
という独

どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい

法
ほう
人
じん
です。一

いっ
方
ぽう
、10円

えん
玉
だま
や100円

えん
玉
だま
などの硬

こう
貨
か
をつ

くっているのは造
ぞう
幣
へい
局
きょく
という独

どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
じん
で、造

ぞう
幣
へい

局
きょく
は日
にっ
本
ぽん
政
せい
府
ふ
から依

い
頼
らい
を受

う
けて硬

こう
貨
か
をつくっていま

す。どちらも同
おな
じ日
にっ
本
ぽん
のお金

かね
ですが、紙

し
幣
へい
と硬

こう
貨
か
で

は、発
はっ
行
こう
元
もと
とつくる場

ば
所
しょ
がちがうのです。

お札
さつ

に書
か

いてある
「日

にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

券
けん

」の文
も

字
じ

①硬
こう

貨
か

には銅
どう

が多
おお

く使
つか

われている ②日
にっ

本
ぽん

最
さい

古
こ

のお金
かね

「富
ふ

本
ほん

銭
せん

」 ③100円
えん

玉
だま

の花
はな

は桜
さくら

 ④10

円
えん

玉
だま

の建
たて

物
もの

は平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

 ⑤2024年
ねん

からの

新
しん

10000円
えん

札
さつ

には渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

が描
えが

かれる

日日
にっ

本本
ぽん

銀銀
ぎん

行行
こう

ってって
何何

なに

をするところ？をするところ？

① ④

②

⑤③

独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

国
こく

民
みん

の生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

が安
あん

定
てい

する

ために必
ひつ

要
よう

な仕
し

事
ごと

を行
おこな

う組
そ

織
しき

です。 一
いっ

般
ぱん

の会
かい

社
しゃ

とのちがいは

「単
たん

純
じゅん

な利
り

益
えき

だけを追
お

い求
もと

めな

い」という点
てん

です。

みんなが使
つか

う「お札
さつ

」を
発
はっ

行
こう

しています

いちばんはじめに知
し

りたいギモン

硬
こう

貨
か

をつくる造
ぞう

幣
へい

局
きょく

と
紙
し

幣
へい

をつくる国
こく

立
りつ

印
いん

刷
さつ

局
きょく

お金
かね

をよく見
み

るとわかる
お金

かね

の発
はっ

行
こう

元
もと

１
章

し
ょ
う

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

券
けん

日
にっ

本
ぽん

国
こく
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中
ちゅう
央
おう
銀
ぎん
行
こう
とは、それぞれの国

くに
や地

ち
域
いき
にある、金

きん
融
ゆう
の

中
ちゅう
心
しん
となる公

こう
的
てき
な銀
ぎん
行
こう
です。日

にっ
本
ぽん
の中

ちゅう
央
おう
銀
ぎん
行
こう
は日
にっ
本
ぽん

銀
ぎん
行
こう
です。世

せ
界
かい
に目

め
を向

む
けると、たとえばイギリス

ではイングランド銀
ぎん
行
こう
、欧

おう
州
しゅう
連
れん
合
ごう
（E

イー
U
ユー
）では欧

おう
州
しゅう
中
ちゅう

央
おう
銀
ぎん
行
こう
がその役

やく
割
わり
をはたしています。アメリカでは

連
れん
邦
ぽう
準
じゅん
備
び
制
せい
度
ど
という中

ちゅう
央
おう
銀
ぎん
行
こう
制
せい
度
ど
があり、その中

ちゅう
心
しん

的
てき
な機

き
関
かん
をF

エフ
R
アール
B
ビー※（連

れん
邦
ぽう
準
じゅん
備
び
制
せい
度
ど
理
り
事
じ
会
かい
）といいます。

日日
にっ

本本
ぽん

銀銀
ぎん

行行
こう

はは
だれのもの？だれのもの？

明
めい
治
じ
維
い
新
しん
のあと、お札

さつ
は日

にっ
本
ぽん
政
せい
府
ふ
や国
こく
立
りつ
銀
ぎん
行
こう
によっ

て発
はっ
行
こう
されていました。　1877年

ねん
の西

せい
南
なん
戦
せん
争
そう
のさ

いには、その資
し
金
きん
を調

ちょう
達
たつ
するためにたくさんのお札

さつ

が発
はっ
行
こう
され、インフレ（15ページ）が起

お
きました。

そこで、お金
かね
の価

か
値
ち
を安

あん
定
てい
させるため、そして近

きん
代
だい

的
てき
な銀

ぎん
行
こう
制
せい
度
ど
をつくるために、1882年

ねん
に日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう

が設
せつ
立
りつ
されたのです。

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は「認

にん
可
か
法
ほう
人
じん
」といい、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう

法
ほう
という特

とく
別
べつ
な法

ほう
律
りつ
にもとづいて設

せつ
立
りつ
さ

れた組
そ
織
しき
です。株

かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
である一

いっ
般
ぱん
的
てき
な

銀
ぎん
行
こう
などとはことなる役

やく
割
わり
をもっていま

す。くわえて、日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は日

にっ
本
ぽん
政
せい
府
ふ
から

独
どく
立
りつ
した組

そ
織
しき
でもあります。国

くに
から独

どく
立
りつ

している理
り
由
ゆう
は、ただ政

せい
治
じ
のいいなりに

なるのではなく、つねに中
ちゅう
立
りつ
の立

たち
場
ば
から

日
にっ
本
ぽん
の経

けい
済
ざい
を専

せん
門
もん
的
てき
に考

かんが
えて対

たい
策
さく
するた

めです。

国
くに

とは別
べつ

の組
そ

織
しき

だが
一
いっ

般
ぱん

の会
かい

社
しゃ

ともちがう

日
にっ

本
ぽん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

は、日
にっ

本
ぽん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

法
ほう

にもとづく認
にん

可
か

法
ほう

人
じん

です。

① ⑤②

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に設
せつ

立
りつ

された
日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は
日
にっ

本
ぽん

の「中
ちゅう

央
おう

銀
ぎん

行
こう

」
西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

旧
きゅう

薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の西
さい

郷
ごう

隆
たかもり

盛軍
ぐん

と、明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

軍
ぐん

による戦
たたか

いです。政
せい

府
ふ

が戦
せん

争
そう

のために使
つか

った金
きん

額
がく

は

4000万
まん

円
えん

にものぼり、膨
ぼう

大
だい

な

量
りょう

のお札
さつ

がつくられました。

①日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

を上
うえ

から見
み

ると「円
えん

」の文
も

字
じ

に見
み

え

る ②日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

大
おお

阪
さか

支
し

店
てん

 ③日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

旧
きゅう

小
お

樽
たる

支
し

店
てん

（金
きん

融
ゆう

資
し

料
りょう

館
かん

） ④ 欧
おう

州
しゅう

中
ちゅう

央
おう

銀
ぎん

行
こう

の前
まえ

にある

€（ユーロ）マークのオブジェ

① ③ ④②

世
せ
界
かい
の中

ちゅう
央
おう
銀
ぎん
行
こう

日
にっ
本
ぽん

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう

欧
おう
州
しゅう
連
れん
合
ごう
（E

イー
U
ユー
） 欧

おう
州
しゅう
中
ちゅう
央
おう
銀
ぎん
行
こう

イギリス イングランド銀
ぎん
行
こう

アメリカ 連
れん
邦
ぽう
準
じゅん
備
び
制
せい
度
ど

フランス フランス銀
ぎん
行
こう

ドイツ ドイツ連
れん
邦
ぽう
銀
ぎん
行
こう

※ニュースなどでは、F
エフ

R
アール

B
ビー

をアメリカの中
ちゅう

央
おう

銀
ぎん

行
こう

として

説
せつ

明
めい

することもあります。
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日日
にっ

本本
ぽん

銀銀
ぎん

行行
こう

とほかのとほかの
銀銀

ぎん

行行
こう

のちがいは？のちがいは？

一
いっ
般
ぱん
の銀
ぎん
行
こう
は、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
に口
こう
座
ざ
を持

も
っています。銀

ぎん

行
こう
から別

べつ
の銀
ぎん
行
こう
へお金

かね
を振

ふ
り込

こ
むときには、まず銀

ぎん

行
こう
から日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
にお金

かね
をあずけ、そして日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
か

ら別
べつ
の銀

ぎん
行
こう
の口

こう
座
ざ
へ振

ふ
り込

こ
まれます。日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
はそ

れにくわえて、一
いっ
般
ぱん
の銀

ぎん
行
こう
にお金

かね
を貸

か
しつけたり、

経
けい
営
えい
のアドバイスをしたりするなどの役

やく
割
わり
もはたし

ています。

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は発
はっ

券
けん

銀
ぎん

行
こう

のほか、「政
せい

府
ふ

の銀
ぎん

行
こう

」「銀
ぎん

行
こう

の銀
ぎん

行
こう

」という役
やく

割
わり

がありま
す。政

せい

府
ふ

や銀
ぎん

行
こう

は日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

に口
こう

座
ざ

をもっ
ており、政

せい

府
ふ

が集
あつ

めた税
ぜい

金
きん

などのお金
かね

は
日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

にあずけられます。銀
ぎん

行
こう

どうし
でお金

かね

をやりとりするときには、日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

の口
こう

座
ざ

を経
けい

由
ゆ

します。日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

はさら
に、国

くに

が発
はっ

行
こう

する国
こく

債
さい

の受
う

け渡
わた

しや、金
きん

融
ゆう

政
せい

策
さく

（18ページ）の決
けっ

定
てい

など、特
とく

別
べつ

な
仕
し

事
ごと

を行
おこな

っています。

「政
せい

府
ふ

の銀
ぎん

行
こう

」そして
「銀

ぎん

行
こう

の銀
ぎん

行
こう

」

一
いっ
般
ぱん
の銀
ぎん
行
こう
と同
どう
様
よう
に、政

せい
府
ふ
も日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
に口
こう
座
ざ
を持

も
っ

ています。政
せい
府
ふ
は人
ひと
々
びと
から集

あつ
めた税

ぜい
金
きん
や社
しゃ
会
かい
保
ほ
険
けん
料
りょう

などのお金
かね
を日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
にあずけ、また、国

くに
のために

働
はたら
く人

ひと
たちへの給

きゅう
料
りょう
や国
こく
民
みん
への年

ねん
金
きん
、国
くに
の公
こう
共
きょう
事
じ
業
ぎょう

に使
つか
うお金

かね
などを日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
から引

ひ
き出

だ
します。この

ような国
くに
のお金

かね
を国
こっ
庫
こ
金
きん
といいます。

「銀
ぎん

行
こう

の銀
ぎん

行
こう

」って
なんだろう

「政
せい

府
ふ

の銀
ぎん

行
こう

」って
なんだろう

口
こう

座
ざ

銀
ぎん

行
こう

などの金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

にお金
かね

をあ

ずけたり、お金
かね

のやりとりをす

るために使
つか

います。一
いっ

般
ぱん

の銀
ぎん

行
こう

の多
おお

くは、年
ねん

齢
れい

にかかわらず口
こう

座
ざ

を作
つく

ることができます。

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
と金

きん
融
ゆう
機
き
関
かん
との間

あいだ
をオンラインで結

むす
ぶ「日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
金
きん
融
ゆう
ネットワー

クシステム」というネットワークを使
つか
って、お金

かね
のやりとりが安

あん
全
ぜん
に、効

こう
率
りつ
的
てき
に行

おこな
える

ように管
かん
理
り
しています。

国
こく
債
さい
とは、国

くに
の借

しゃっ
金
きん
のことです。「債

さい
」は借

しゃっ
金
きん
を意

い
味
み
する言

こと
葉
ば
です。日

にっ
本
ぽん
は国

こく
債
さい
というも

のを発
はっ
行
こう
して、人

ひと
々
びと
や銀

ぎん
行
こう
などからお金

かね
を借

か
りています。2022年

ねん
度
ど
の国

こく
債
さい
の残

ざん
高
だか
は約

やく

1000兆
ちょう
円
えん
にものぼるとされ、年

ねん
々
ねん
増
ぞう
加
か
している状

じょう
況
きょう
です。

もっと

知
し

りたい

もっと

知
し

りたい

政
せい

府
ふ

は消
しょう

費
ひ

税
ぜい

をはじめ、さまざまな税
ぜい

金
きん

を集
あつ

めています。
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1896年
ねん
に完

かん
成
せい
した、日

にっ

本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
本
ほん
店
てん
の本

ほん
館
かん
です。

ベルギーやイギリスの中
ちゅう

央
おう
銀
ぎん
行
こう
をお手

て
本
ほん
にして作

つく

られたといわれていま
す。国

くに
の重

じゅう
要
よう
文
ぶん
化
か
財
ざい
にも

指
し
定
てい
されています。

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

本
ほん

店
てん

旧
きゅう

館
かん

（本
ほん

館
かん

）

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

本
ほん

店
てん

新
しん

館
かん

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

南
みなみ

分
ぶん

館
かん

（貨
か

幣
へい

博
はく

物
ぶつ

館
かん

）

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

の中
なか

を
見

み

てみよう！

歴
れき

史
し

と技
ぎ

術
じゅつ

がつまった施
し

設
せつ

東
とう

京
きょう

都
と

にある日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

本
ほん

店
てん

は、新
しん

館
かん

、旧
きゅう

館
かん

、分
ぶん

館
かん

（貨
か

幣
へい

博
はく

物
ぶつ

館
かん

）から構
こう

成
せい

されています。新
しん

館
かん

ではお金
かね

に関
かん

するさまざまな仕
し

事
ごと

が行
おこな

われており、旧
きゅう

館
かん

と分
ぶん

館
かん

は見
けん

学
がく

することができます。
日
にっ

本
ぽん

でただひとつの銀
ぎん

行
こう

の中
なか

をのぞいてみましょう。

1973年
ねん
に完

かん
成
せい
した、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
本
ほん
店
てん
の新

しん
館
かん
です。

現
げん
在
ざい
はここでお札

さつ
の保

ほ
管
かん
や支

し
払
はら
い、監

かん
査
さ
、銀
ぎん
行
こう
や

国
くに
とのお金

かね
のやりとりなど、さまざまな仕

し
事
ごと
が行

おこな

われています。

日
にっ
本
ぽん
の貨

か
幣
へい
の役
やく
割
わり
や歴
れき
史
し
、貨

か
幣
へい
と社
しゃ
会
かい
の関
かか
わりな

どについて学
まな
ぶことができる博

はく
物
ぶつ
館
かん
です。1982

年
ねん
の日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の創

そう
立
りつ
100周

しゅう
年
ねん
を記

き
念
ねん
して作

つく
られま

した。

上
うえ
の数

すう
字
じ
は「100兆

ちょう
円
えん
」と読

よ
みます。日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は日

ひ
々
び
、政

せい
府
ふ
や銀

ぎん
行
こう
などとお金

かね
のやりとりをしていますが、その合

ごう

計
けい
金
きん
額
がく
は１日

にち
に100兆

ちょう
円
えん
をこえることもあるのです。

100,000,000,000,000円えん

地
ち

下
か

金
きん

庫
こ

1896年
ねん
から2004年

ねん
まで使

つか
われていた地

ち
下
か
金
きん
庫
こ
で

す。金
きん
庫
こ
の扉

とびら
はとてもがんじょうに作

つく
られており、

厚
あつ
さ90㎝で、25トンもの重

おも
さがあります。

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の中

なか
庭
にわ
にある

馬
うま
の水

みず
飲
の
み場

ば
です。馬

ば

車
しゃ
でお金

かね
を運

はこ
んでいた

時
じ
代
だい
に使
つか
われていたも

のが残
のこ
っています。

馬
うま

の水
みず

飲
の

み場
ば

本
ほん
館
かん
の建

たて
物
もの
中
ちゅう
央
おう
にある緑

みどり
色
いろ
のドーム屋

や

根
ね
。この内

うち
側
がわ
の部

へ
屋
や
は、かつては会

かい
議
ぎ
室
しつ

や総
そう
裁
さい
室
しつ
として使

つか
われていました。

ドーム屋
や

根
ね

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
本
ほん
店
てん
旧
きゅう
館
かん
（本
ほん
館
かん
）の見

けん
学
がく
コース

では、国
くに
の重

じゅう
要
よう
文
ぶん
化
か
財
ざい
に指

し
定
てい
されてい

る建
たて
物
もの
の魅

み
力
りょく
を味

あじ
わえるとともに、日

にっ

本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の歴
れき
史
し
や仕

し
事
ごと
について学

まな
べるさ

まざまな写
しゃ
真
しん
や資

し
料
りょう
が展
てん
示
じ
されていま

す。地
ち
下
か
金
きん
庫
こ
や、世

せ
界
かい
初
はつ
のお札

さつ
の自

じ
動
どう

鑑
かん
査
さ
機
き
なども見

けん
学
がく
することができま

す。本
ほん
館
かん
２階

かい
の廊
ろう
下
か
には、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の

これまでの総
そう
裁
さい
（リーダー）の肖

しょう
像
ぞう
画
が
が

かざられています。

お金
豆知識

ちまめ しき

かね

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

本
ほん

店
てん

旧
きゅう

館
かん

（本
ほん

館
かん

）の
ここに注

ちゅう

目
もく

！
写真提供：日本銀行

写真提供：日本銀行

写真提供：日本銀行
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日日
にっ

本本
ぽん

銀銀
ぎん

行行
こう

のの金金
きん

融融
ゆう

政政
せい

策策
さく

公
こう

開
かい

市
し

場
じょう

操
そう

作
さ

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

がお金
かね

の量
りょう

をコントロール

し、景
けい

気
き

を調
ちょう

節
せつ

しようとすること

を、公
こう

開
かい

市
し

場
じょう

操
そう

作
さ

（オペレーション）

といいます。図
ず

のように、世
よ

の中
なか

の

お金
かね

を減
へ

らすことを売
う

りオペレー

ション、世
よ

の中
なか

のお金
かね

を増
ふ

やすこと

を買
か

いオペレーションといいます。

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は景
けい

気
き

や物
ぶっ

価
か

を安
あん

定
てい

させるために、具
ぐ

体
たい

的
てき

にどのような仕
し

事
ごと

をしているのでしょう
か。日

にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が行
おこな

っている政
せい

策
さく

と、お金
かね

の流
なが

れを見
み

てみましょう。

デフレが落
お

ち着
つ

き、景
けい

気
き

が安
あん

定
てい

する

お金
かね

を借
か

りやすくなる お金
かね

の預
あず

け入
い

れが減
へ

る

金
きん

利
り

が下
さ

がる

貸
か

せるお金
かね

が
減
へ

っちゃったから
借
か

りにくくしよう

金
きん

利
り

が上
あ

がる

インフレが落
お

ち着
つ

き、景
けい

気
き

が安
あん

定
てい

する

お金
かね

を借
か

りにくくなる お金
かね

の預
あず

け入
い

れが増
ふ

える

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

がお金
かね

の量
りょう

を減
へ

らす

たくさんのお客
きゃく

さんに
お金

かね

を貸
か

せるから
借
か

りやすくしよう

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

がお金
かね

の量
りょう

を増
ふ

やす
日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の大
おお
きな仕

し
事
ごと
のひとつは、物

ぶっ
価
か
を安
あん
定
てい
さ

せることです。日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は景
けい
気
き
などに応

おう
じて、物

ぶっ

価
か
を安

あん
定
てい
させるために金

きん
融
ゆう
政
せい
策
さく
を行

おこな
います。金

きん
融
ゆう

政
せい
策
さく
に用

もち
いられる手

しゅ
段
だん
のひとつが、公

こう
開
かい
市
し
場
じょう
操
そう
作
さ
（オ

ペレーション）です。公
こう
開
かい
市
し
場
じょう
操
そう
作
さ
は、一

いっ
般
ぱん
の銀

ぎん
行
こう

などにあるお金
かね
を増

ふ
やしたり減

へ
らしたりして、金

きん

利
り
を調

ちょう
整
せい
することです。これによって銀

ぎん
行
こう
からお

金
かね
を借

か
りる人

ひと
の数

かず
や、世

よ
の中
なか
に生

う
み出

だ
されるモノ

やサービスの数
かず
が変

か
わっていきます。

物
ぶっ

価
か

の安
あん

定
てい

のため金
きん

利
り

を調
ちょう

整
せい

している

インフレのとき、日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は、銀

ぎん
行
こう
などにあるお

金
かね
を減

へ
らそうとします。銀

ぎん
行
こう
のお金

かね
が減

へ
ると、銀

ぎん

行
こう
は人

ひと
々
びと
に貸

か
せるお金

かね
が少

すく
なくなるので、金

きん
利
り
が

上
あ
がります。すると、お金

かね
を借

か
りて返

かえ
すのが大

たい
変
へん

になるので、お金
かね
を借

か
りる人

ひと
や企

き
業
ぎょう
は少

すく
なくなり

ます。そうすることで世
よ
の中
なか
のお金

かね
のめぐりがに

ぶくなり、インフレがおさえられるのです。

インフレのときはどうするの？
デフレのときはインフレと逆

ぎゃく
に、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は銀

ぎん
行
こう
などにあるお

金
かね
を増

ふ
やそうとします。すると金

きん
利
り
が下

さ
がって、お金

かね
を借

か
りる

人
ひと
や企

き
業
ぎょう
が増

ふ
え、新

あたら
しいモノやサービスも作

つく
られてお金

かね
のめぐ

りが活
かっ
発
ぱつ
になります。こうして景

けい
気
き
と物
ぶっ
価
か
を調

ちょう
整
せい
しています。

デフレのときはどうするの？

1
図
ず

解
かい

解
かい

説
せつ

インフレ
のとき

デフレ
のとき

（インフレ…15ページ）

（デフレ…15ページ）

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
が国
こく
債
さい
など

を銀
ぎん
行
こう
に売

う
り、買

か
っ

てもらうことで、世
よ

の中
なか
に流

りゅう
通
つう
するお金

かね

を減
へ
らします。こ

れを「売
う
りオペレー

ション」といいます。

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
が国

こく
債
さい
など

を銀
ぎん
行
こう
から買

か
うこと

で、世
よ
の中
なか
に流

りゅう
通
つう
す

るお金
かね
を増

ふ
やしま

す。これを「買
か
いオ

ペレーション」とい
います。

お金
かね

をあずけると
利
り

息
そく

がたくさん
もらえるよ

金
きん

利
り

が低
ひく

い
からお金

かね

を
借
か

りやすいぞ

金
きん

利
り

が高
から

い
からお金

かね

を
借
か

りにくいな

お金
かね

を預
あず

けても
利
り

息
そく

があまり
つかないね

国
こく

債
さい

などを買
か

って
もらって世

よ

の中
なか

の
お金

かね

を減
へ

らすよ

国
こく

債
さい

などを買
か

って
世
よ

の中
なか

のお金
かね

を
増
か

やそう
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「「元元
がん

金金
きん

・・元元
がん

本本
ぽん

」」
「「利利

り

子子
し

・・利利
り

息息
そく

」」
「「金金

きん

利利
り

」」をを知知
し

ろうろう

元
がん
本
ぽん
（元
がん
金
きん
）に対

たい
してのみ利

り
息
そく
（利

り
子
し
）がつく計

けい
算
さん
方
ほう
法
ほう

を単
たん
利
り
といいます。たとえば、100万

まん
円
えん
を金

きん
利
り
3%

であずけた場
ば
合
あい
、利

り
息
そく
は右

みぎ
のように計

けい
算
さん
できます。

3年
ねん
間
かん
あずけた場

ば
合
あい
、3年

ねん
後
ご
に受

う
け取

と
れる利

り
息
そく
は合

ごう
計
けい

で9万
まん
円
えん
になります。何

なん
年
ねん
あずけても、1年

ねん
ごとに受

う

け取
と
れる利

り
息
そく
の金
きん
額
がく
は変

か
わりません。

金
きん
利
り
計
けい
算
さん
の元

がん
本
ぽん
に利

り
息
そく
もふくめる計

けい
算
さん
方
ほう
法
ほう
を複

ふく
利
り
と

いいます。一
いっ
定
てい
期
き
間
かん
ごとに利

り
息
そく
がふえると、次

つぎ
の期

き

間
かん
には「元

がん
本
ぽん
＋前
まえ
の期

き
間
かん
の利

り
息
そく
」の金

きん
額
がく
が、利

り
息
そく
計
けい
算
さん

のもとになります。たとえば、100万
まん
円
えん
を金

きん
利
り
3%

であずけた場
ば
合
あい
、利

り
息
そく
は右
みぎ
のように計

けい
算
さん
できます。

3年
ねん
後
ご
に受

う
け取

と
れる利

り
息
そく
は、合

ごう
計
けい
で9万

まん
2727円

えん
にな

ります。

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は、景
けい

気
き

を調
ちょう

整
せい

するために銀
ぎん

行
こう

の金
きん

利
り

をコントロールすることがありま
す。金

きん

利
り

とは、銀
ぎん

行
こう

などにお金
かね

をあずけ
たときにプラスで受

う

け取
と

るお金
かね

（利
り

息
そく

）の
割
わり

合
あい

、また、お金
かね

を借
か

りたときに追
つい

加
か

で
返
かえ

すお金
かね

（利
り

子
し

）の割
わり

合
あい

を指
さ

す言
こと

葉
ば

です。
また、借

か

りた元
もと

の金
きん

額
がく

を元
がん

金
きん

、貸
か

した元
もと

の金
きん

額
がく

を元
がん

本
ぽん

といいます。元
がん

金
きん

・元
がん

本
ぽん

に
金
きん

利
り

をかけた金
きん

額
がく

が、利
り

子
し

・利
り

息
そく

になり
ます。

お金
かね

を借
か

りる・
あずけるときの言

こと

葉
ば

金
きん

利
り

には「単
たん

利
り

」「複
ふく

利
り

」
ふたつの計

けい

算
さん

方
ほう

法
ほう

がある
複
ふく

利
り

は利
り

息
そく

・利
り

子
し

が
ふえるスピードが速

はや

い

銀
ぎん
行
こう
は、人

ひと
々
びと
にあずけられたお金

かね
をもとにして、お金

かね
を借

か
りたい人

ひと
にお金

かね
を貸

か
していま

す。お金
かね
を返
かえ
してもらうときには、貸

か
したお金

かね
に利

り
子
し
をつけて返

かえ
してもらいます。そし

て、お金
かね
をあずけた人

ひと
にお金

かね
を返

かえ
すときには、利

り
息
そく
をつけて返

かえ
すのです。

複
ふく
利
り
でお金

かね
をあずけた場

ば
合
あい
、もらえる利

り
息
そく
は単
たん
利
り
よりも多

おお
くなります。いっぽうで、複

ふく

利
り
で借

しゃっ
金
きん
をした場

ば
合
あい
は、時

じ
間
かん
がたつほど利

り
子
し
がふくらんで増

ふ
えていきます。借

しゃっ
金
きん
をする

場
ば
合
あい
は、おおいに注

ちゅう
意
い
が必
ひつ
要
よう
です。

もっと

知
し

りたい

もっと

知
し

りたい

元
がん

金
きん

・元
がん

本
ぽん

に金
きん

利
り

をか
けた金

きん

額
がく

が、利
り

子
し

・利
り

息
そく

になります。

借
か

りていたお金
かね

に利
り

子
し

をつけて
返します。

お金
かね

を貸
か

していた
ので、返

かえ

してもら
うときは利

り

息
そく

を受
う

け取
と

ります。

元
がん

金
きん

・元
がん

本
ぽん

金
きん

利
り

利
り

子
し

・利
り

息
そく

1年
ねん

目
め

の利
り

息
そく

　

　100万
まん

円
えん

×3%＝3万
まん

円
えん

2年
ねん

目
め

の利
り

息
そく

　

　（100万
まん

円
えん

＋3万
まん

円
えん

）×3%

　　＝3万
まん

900円
えん

3年
ねん

目
め

の利
り

息
そく

　

　（103万
まん

円
えん

＋3万
まん

900円
えん

）×3% 

　　＝3万
まん

1827円
えん

1年
ねん

目
め

の利
り

息
そく

　

　100万
まん

円
えん

×3%＝3万
まん

円
えん

2年
ねん

目
め

の利
り

息
そく

　

　100万
まん

円
えん

×3%＝3万
まん

円
えん

3年
ねん

目
め

の利
り

息
そく

　100万
まん

円
えん

×3%＝3万
まん

円
えん
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円
えん

高
だか

になると…

円
えん

安
やす

になると…

通
つう

貨
か

の価
か

値
ち

とわたしたちのくらし

外
がい

国
こく

為
かわせ

替の相
そう

場
ば

はつねに複
ふく

雑
ざつ

に変
へん

動
どう

しており、円
えん

の価
か

値
ち

も日
ひ

々
び

細
こま

かく変
か

わっています。円
えん

高
だか

・円
えん

安
やす

は、わたしたちのくらしにも大
おお

きな影
えい

響
きょう

をおよぼします。円
えん

高
だか

・円
えん

安
やす

になるとどん
なことが起

お

きるのか、具
ぐ

体
たい

的
てき

に見
み

てみましょう。

円
えん

高
だか

・円
えん

安
やす

どっちがいいの？

日
にっ
本
ぽん
の食

しょく
料
りょう
自
じ
給
きゅう
率
りつ
（国

こく
内
ない
で消

しょう
費
ひ
される食

しょく
料
りょう
のうち、国

こく
内
ない
で作

つく
られている食

しょく
料
りょう
の割

わり
合
あい
）は約

やく
38%。つまり、残

のこ
りの

約
やく
62%を輸

ゆ
入
にゅう
に頼
たよ
っているため、円

えん
安
やす
・円
えん
高
だか
によって食

しょく
料
りょう
品
ひん
の値

ね
段
だん
も左

さ
右
ゆう
されやすいのです。

約
やく

62%お金
豆知識

ちまめ しき

かね

どっちが円
えん

安
やす

・円
えん

高
だか

？

たとえば１ドル＝100円
えん
の場

ば
合
あい
、１ドルのものを買

か
うのに100円

えん
が必

ひつ
要
よう
です。いっぽう１ドル

＝200円
えん
の場

ば
合
あい
、1ドルのものを買

か
うのに200円

えん
払
はら
う必

ひつ
要
よう
があります。つまり、１ドル＝100

円
えん
のときよりも円

えん
の価

か
値
ち
が低

ひく
くなったといえます。そのため、１ドル＝100円

えん
のときにくらべ

て「円
えん
安
やす
」といいます。

１ドルを得
え

るのに
何
なん

円
えん

が必
ひつ

要
よう

か？を考
かんが

える

円
えん
安
やす
と円
えん
高
だか
、どちらにもメリットとデメリットがあります。海

かい
外
がい
からモノやサービスを輸

ゆ
入
にゅう
し

ている企
き
業
ぎょう
は、円

えん
高
だか
のほうがより多

おお
くの利

り
益
えき
を出

だ
すことができます。いっぽう、海

かい
外
がい
に輸

ゆ
出
しゅつ
を

している企
き
業
ぎょう
は、円

えん
安
やす
のときのほうがより多

おお
くの利

り
益
えき
を出

だ
すことができます。

円
えん

安
やす

・円
えん

高
だか

どちらもメリット・デメリットがある

海
かい
外
がい
からモノやサービスを輸

ゆ
入
にゅう
している企

き
業
ぎょう

は、円
えん
安
やす
のときにくらべて、海

かい
外
がい
の商

しょう
品
ひん
をよ

り安
やす
く買

か
うことができます。

海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

するときは

日
にっ
本
ぽん
の人
ひと
々
びと
が海
かい
外
がい
に旅
りょ
行
こう
をするときは、円

えん
安
やす

のときにくらべて、持
も
っている円

えん
の価

か
値
ち
が高
たか

いので、海
かい
外
がい
のモノやサービスを安

やす
く買

か
うこ

とができます。

海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

をするときは

海
かい
外
がい
から見

み
ると、日

にっ
本
ぽん
の商

しょう
品
ひん
が高
こう
価
か
になるた

め、商
しょう
品
ひん
が売

う
れにくくなると考

かんが
えられます。

そのため、商
しょう
品
ひん
を輸

ゆ
出
しゅつ
している企

き
業
ぎょう
は利

り
益
えき
を

得
え
にくくなります。

海
かい

外
がい

に輸
ゆ

出
しゅつ

するときは

円
えん
高
だか
のときにくらべて、日

にっ
本
ぽん
のモノやサービ

スを安
やす
く買

か
うことができるため、海

かい
外
がい
から日

にっ

本
ぽん
に来

く
る観

かん
光
こう
客
きゃく
が増

ふ
えると考

かんが
えられます。

海
かい

外
がい

の人
ひと

から見
み

ると

海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

が
しやすくなるね！

円
えん
高
だか
のときにくらべて、それまでと同

おな
じ値

ね
段
だん

のものを輸
ゆ
入
にゅう
するためには、より多

おお
くのお金

かね

（円
えん
）が必

ひつ
要
よう
になります。石

せき
油
ゆ
などの値

ね
段
だん
も上

あ

がるため、商
しょう
品
ひん
を作

つく
るのにかかる費

ひ
用
よう
が高

たか
く

なります。

海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

するときは
海
かい
外
がい
から見

み
ると、円

えん
安
やす
になると日

にっ
本
ぽん
の商

しょう
品
ひん
を

安
やす
く購
こう
入
にゅう
できるので、日

にっ
本
ぽん
の商

しょう
品
ひん
がより多

おお
く

売
う
れると考

かんが
えられます。そのため、輸

ゆ
出
しゅつ
企
き
業
ぎょう

はより多
おお
くの利

り
益
えき
を得

え
ることができます。

海
かい

外
がい

に輸
ゆ

出
しゅつ

するときは

海
かい

外
がい

に輸
ゆ

出
しゅつ

が
しやすくなるよ！

くらべると…

＝1ドル＝200円えん円
えん

安
やす

＝1ドル＝100円えん円
えん

高
だか
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１章
しょう

で、日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

には「発
はっ

券
けん

銀
ぎん

行
こう

」「政
せい

府
ふ

の銀
ぎん

行
こう

」「銀
ぎん

行
こう

の銀
ぎん

行
こう

」という役
やく

割
わり

がある
ことを説

せつ

明
めい

しました。このような特
とく

別
べつ

な
役
やく

割
わり

をもつ日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は、わたしたち個
こ

人
じん

や一
いっ

般
ぱん

の会
かい

社
しゃ

とは取
とり

引
ひき

をすることはあり
ません。わたしたちが直

ちょく

接
せつ

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

にお
金
かね

をあずけたり、引
ひ

き出
だ

したりすること
はできませんが、日

にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は間
かん

接
せつ

的
てき

にわ
たしたちのくらしに密

みっ

接
せつ

に関
かか

わっている
のです。

ここまで、日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
の役

やく
割
わり
のひとつは物

ぶっ
価
か
を安

あん
定
てい

させることだと説
せつ
明
めい
しました（くわしくは18ペー

ジ）。もしも、きのう100円
えん
だったものが突

とつ
然
ぜん

1000円
えん
になったら困

こま
ってしまいますよね。物

ぶっ
価
か
が

急
きゅう
に変

か
わることなく安

あん
定
てい
していて、安

あん
心
しん
して買

か
い物
もの

ができるのも、日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
のおかげなのです。

日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は、お札

さつ
を発
はっ
行
こう
したり物

ぶっ
価
か
を安
あん
定
てい
させたり

するほか、金
きん
融
ゆう
システムを安

あん
定
てい
させる役

やく
割
わり
も果

は
たし

ています。銀
ぎん
行
こう
などの金

きん
融
ゆう
機
き
関
かん
の間

あいだ
のお金

かね
のやりと

りは、日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
が取

と
りもっています。さらに日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん

行
こう
は、金

きん
融
ゆう
機
き
関
かん
が破

は
綻
たん
したり、A

エー
T
ティー
M
エム
が使

つか
えなくなっ

たりしてしまわないよう、つねに銀
ぎん
行
こう
の経
けい
営
えい
状
じょう
態
たい
を

チェックしています。

日日
にっ

本本
ぽん

銀銀
ぎん

行行
こう

とと
わたしたちのくらしわたしたちのくらし

わたしたちがお金
かね

を
あずけることはできない

ふだん銀
ぎん

行
こう

が使
つか

えるのも
日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

があるから
安
あん

心
しん

して買
か

い物
もの

ができるのも
日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

のおかげ
金
きん

融
ゆう

システム
銀
ぎん

行
こう

などを通
とお

して、人
ひと

や企
き

業
ぎょう

が

お金
かね

のやりとりをすることで、

お金
かね

が世
よ

の中
なか

に流
なが

れていくしく

みのことを金
きん

融
ゆう

システムといい

ます。

ときには、ある銀
ぎん
行
こう
のお金

かね
が足

た
りなくなったり、ある銀

ぎん
行
こう
にだけお金

かね
が集

あつ
まったりする

ことがあります。そんなとき日
にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は、お金

かね
が足

た
りない銀

ぎん
行
こう
がもっている手

て
形
がた
（お金

かね

にかわるはたらきをするもの）などを買
か
うことで、銀

ぎん
行
こう
にお金

かね
が入
はい
るようにします。

物
ぶっ
価
か
は上

あ
がりすぎても困

こま
りますが、下

さ
がりすぎても困

こま
ります。景

けい
気
き
が順

じゅん
調
ちょう
で、人

ひと
々
びと
のお

給
きゅう
料
りょう
が上

あ
がり、モノが適

てき
度
ど
に売

う
れることにより、物

ぶっ
価
か
が少
すこ
しずつ上

じょう
昇
しょう
する経

けい
済
ざい
状
じょう
態
たい
がよ

いという考
かんが
えから、日

にっ
本
ぽん
銀
ぎん
行
こう
は毎
まい
年
とし
２%の物

ぶっ
価
か
上
じょう
昇
しょう
をめざしています。

いちばんはじめに知
し

りたいギモン

物
ぶっ

価
か

目
もく

標
ひょう

物
ぶっ

価
か

の安
あん

定
てい

とは、いつまでもものの

値
ね

段
だん

が同
おな

じということではありませ

ん。日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

では2013年
ねん

に、物
ぶっ

価
か

を

毎
まい

年
とし

２%ずつ上
あ

げるという目
もく

標
ひょう

を立
た

てています。この目
もく

標
ひょう

物
ぶっ

価
か

上
じょう

昇
しょう

率
りつ

を

　インフレターゲットといいます。

もっと

知
し

りたい

３
章

し
ょ
う

もっと

知
し

りたい
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